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D 29 モ デ ル 洗 浄 系 へ のＬ Ｂ 膜 の 応 用

一 石 英 上 へ の ア ラ キ ジ ン酸 累 積 膜 の 作 成

奈 良 女 大 家 政　 ○ 後 藤 景 子　 田 川 美 恵 子

〔(社) 日 本家政 学 会

目 的　 高 い 秩 序 性を 有 し， 分 子 の レ ベ ル で 膜m と 配 列を 制 御し 得 るＬ Ｂ 膜（Langunuir-

Blodget  t膜 ） は， 近 年, 機 能 性 有 機 薄 膜 と し て 多 方 面 か ら 注目 を 集 め て い る。 Ｌ Ｂ 膜 は 気

／ 液 界 面 の 単 分 子 膜を 固 体 基 板 に 移し 取 る こ と で 作 製 す る が， こ の と き 成 膜 物 質 とし て モ

デ ル 繊 維 物 質 や 高 級 脂 肪 酸 を 用 い れ ば, 洗 浄 系 の モ デ ル を 構 築 す る の に 役 立 つ と 考 え ら れ

る。 そ こ で そ の 第 一 段 階 と し て 高 級 脂 肪 酸を 用 い た 累 積 膜 作 製 法 の 検 討 ， 並 び に 基 板 上 の

累 積 膜 の 存 在 や そ の 構 造 を 興 べ る 一 つ の 方 法 と し て 水 の 接 触 角 の 経 時 変 化 を 測 定 し た 。

方 法　 膜 形 成 物 質 と し て 一 般 的 なフ ラ キ ジ ン 酸を 石 英 基 板(  it 径50 ～100 μinの 繊 維 状固

体 ） 状 に 累 積 し た 。 装 置 と し て は 日 本 レ ーザ ー電 子 製L   B 膜 製 膜 装 置を 用 い た。 ア ラ ギ ジ

ン 酸 の ベ ン ゼ ン 水 溶 液 を 純 水 の 入 っ た ト ラ フ に 展 開 し た の ち 表 面 圧 一面 積(     π-     A   ) 曲 線

を 測 定 し. 次 に 表 面 圧40 mN/ni で 垂 直 付 着 法 に より 基 板上 へ の ア ラ キ ジ ン 酸 単 分 子 膜 の累

積を 行 っ た 。累 積 後 の 基 板 は デ シ ケ ータ ー中 に 保 存 し， 膜 の累 積 前 お よ び累 積 後 の 石 英 に

対 す る 水 の 前 進 及 び 後 退 接 触 角 の 経 時 変 化を ウ ィ ル ヘ ル ミ ー法を 用 い て 測 定し た。

結 果　 得 ら れ た%  -  k 曲 線 は21 ～　23 A ' 付 近 で急 激 に 立 ち上 がり, こ れ は 分 子 が 垂 直

配 向 し た と き の 分 子 断 面 積 と ほ ぽ 等し く なり,     π －A  曲 線 の 妥 当 性を 示 し た 。 凝 縮 膜 を 示

す 表 面 圧 で 石 英上 に 膜を 累 積 す る と， 水 の 接 触 角 が 増 大し た。 と く に 前 進 接 触 角 で は 増 大

の 程 度 が 大 き く， 時 間 の 経 過 と と も に さ ら に 増 大 す る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の 結 果 か

ら 高 級 脂 肪 酸 の 膜 が 形 成 さ れ て 石 英 表 面 が 疎 水 化 さ れ た こ と， 並 び に 時 間 と と も に 最 も 外

側 の 分 子 層 が 疎 水 基 を 外 側 に 向 け た 配 向 度を 増 して い く こ と が 示 唆 さ れ た。

D 30 クリーニン グ苦 情におけ る最近の傾向（追補）

近畿 大豊岡短大　 ゜中島照夫、竹内善和

和歌山信愛 女短大　 中田尚子、クリーニング綜合研　 小野雅啓

目　 的　 本 調 査 研 究 は 、 ク リ ー ニン グ 事故 の 未然 防 止、 繊維 製品 の品 質向 上 、消 費 者に

対 す る 啓 発 の た めの 基 礎 資 料 を 得 る 目的 で、 横 浜市 の クリ ーニ ン グ綜 合 研 究所 に持 ち 込 ま

れ た( 各 都 道府 県 環 境 衛 生 同 業 組 合 や各 種 検査 機関 で 原因 が 究明 でき な い 苦情 ）８年 間 の 事

故 鑑 定 書 を 分類 整 理 し 、 事 故 原 因 を特 定 する た め の一 方 法につ い て 考察し たも ので あ る。

調 査 方 法　 本調 査 に 用 い た 資 料 は、 前 報１）と 同 様の 横浜 市 の クリ ーニ ン グ綜 合研 究 所が

取 り 扱 っ た 昭 和54 年 ３月か ら 昭 和62 年２月 ま で の事故 衣 類 鑑定 書4460 件 に つ いて 、 整理 分類

し た デ ー タ を 用 い 、数 量 化 皿類 で 分 析し た。

結 果 お よび 考 察　 デ ータ を 整 理 し 分析 し た結 果、 分 類 項 目（前報") の 事 故原 因 の みが特

定 で き な いデ ー－タ数 が多 す ぎ た の で 、以 下 の 方法を 試 み た。　1) す べて の 項 目が 確定し て

い る デ ー一タ 数886 件 、　2 ）事 故 原 因 の みが 特定 で きな い デ ータ 数693 件 、　3 ）2つ 以上 の 項

目 が 特 定 で き な いデ ー タ数2881 件

こ こ で は 、1) の デ ー タを 数 量 化 ｎ 類を 用 い て事 故原 因 の 分類 を行 な い、 そ の結 果に2 ）の

デ ータ を 当 て 嵌 め て 事 故 原因 を推 定し た。し たが っ て3 ）のデ ータは 今 回除 外し た 。こ れ ら

の 分析 を 各 年 度 ご と に 行な う のが 最 良で あ る が、 デ ータ 数 にば らつ き があ り、 適 当で な い

。 し た が っ て 、 昭 和54 年 か ら 昭 和58 年 と昭 和59 年 か ら昭 和62 年 に 分け 、安 定し た デ ータ 数

の も と で 分析 し た 。 そ の 結 果 、 前 者の重 相 関 係数 は0.  802 、 後 者 のそ れ は0.  963 と な っ た 。

今 回 はこ の分 析 結 果 を 用 い て 、2 ）のデ ー タの 事故 原 因を 推 定し た 結果 につ い て報 告 する 。
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